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⾃転⾞活⽤推進法の成⽴
○平成２８年１２⽉９⽇、「⾃転⾞活⽤推進法」が成⽴（平成２８年１２⽉１６⽇ 公布）。
○基本⽅針の中に、「観光旅客の来訪その他の地域活性化の⽀援」との記載。

⾃転⾞活⽤推進法の概要
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震災復興・伝承広域連携ルート（仮）
沿岸地域における漁業・海産物等の魅⼒を⽣かしつつ、東⽇本⼤震災
の遺構や伝承施設等を巡るルート(宮城県内約220km)を設定。
将来的に岩⼿県・福島県との連携も想定。

震災復興・伝承広域連携ルート（仮）
沿岸地域における漁業・海産物等の魅⼒を⽣かしつつ、東⽇本⼤震災
の遺構や伝承施設等を巡るルート(宮城県内約220km)を設定。
将来的に岩⼿県・福島県との連携も想定。

福島県沿岸部との連携

岩手県沿岸部との連携

モデルルート（仮）
重点整備区間
ツール･ド･東北2018ルート
センチュリーライド2018ルート
主な震災遺構
モデルルートのうち⼯事中区間

【 凡 例 】

★

重点整備区間
※仙台河川国道事務所では、H30年度内で

国道45号仙台市〜松島町間に ⾃転⾞
通⾏位置を明⽰する⽮⽻根を施⼯

出典：みやぎデジタルフォトライブラリー出典：みやぎ海べの旅案内

モデルルート案
(仮)「震災復興・伝承広域連携ルート」について
 東⽇本⼤震災からの復興を⾃転⾞利⽤の観点で盛り

上げる
 震災遺構・伝承施設などが連なる
 ⽇本三景松島などの景勝地、⾃然や温泉、海の幸な

ど観光資源が豊富
 ツール・ド・東北など既存の⾃転⾞イベントにおいても活

⽤されている沿岸ルートを設定

〇モデルルートの課題
・復旧・復興⼯事中であり、現在は迂回を必要とする区間がある
・宮城県内約220kmの延⻑で、⽯巻〜気仙沼間は連続した急勾配
・仙台市〜松島町間は狭幅員でツール・ド・東北等でも活⽤されない

〇課題に対応した主な対策
・1⽇も早い復旧・復興のため、⼯事の推進
・延⻑が⻑いため、休憩施設や案内の充実
・途中発着のための鉄道駅等や宿泊地など輪⾏環境改善
・⾃転⾞通⾏位置を明⽰する⽮⽻根の設置など安全対策の実施
・特に仙台〜松島間を重点整備区間とし、2019.3までに⽮⽻根施⼯
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福島県沿岸部との連携

岩手県沿岸部との連携

⾓⽥丸森連携地域ルート
阿武隈急⾏鉄道駅からモデルルート
にアクセスし、⾓⽥・丸森地区を周遊
する地域ルート。福島県内陸部との
連携も想定。

栗原地域ルート
東北新幹線栗駒⾼原駅からモデル
ルートにアクセスし、栗原地域や鳴⼦
地区を周遊する地域ルート
⼭形県との連携も想定。

仙台⻄部地域ルート
温泉など⾃然豊かな仙台市
⻄部を巡る地域ルート

宮城県南連携
地域ルート
東北新幹線⽩⽯蔵王
駅からモデルルートにアク
セし、県南地域を周遊す
る地域ルート。
⼭形県との連携も想定。

⽯巻⼤崎連携
地域ルート
東北新幹線古川駅からモ
デルルートにアクセスし、⼤
崎地域を周遊する地域
ルート。
⼭形県との連携も想定。

【地域ルート（想定）】

○沿岸部のモデルルート（仮）は、⻑距離かつ⾼低差があるため、
滞在⽇数やニーズ、サイクリストのレベルに合わせ、多様なアクセス
ルート設定が可能となる地域ルートも想定。

【地域ルート（想定）】

○沿岸部のモデルルート（仮）は、⻑距離かつ⾼低差があるため、
滞在⽇数やニーズ、サイクリストのレベルに合わせ、多様なアクセス
ルート設定が可能となる地域ルートも想定。

モデルルート（仮）
※重点整備区間

地域ルート（想定）
※主な地域サイクリストの活動ルート

ツール･ド･東北2018ルート

センチュリーライド2018ルート

主な震災遺構
モデルルートのうち工事中区間

凡例

★

※今後設⽴する地域部会において、具体的なルート等を検討

出典：国⼟交通省 Good Cycle Japan

出典：仙台市 ⾃転⾞交通安全課 出典：南三陸町観光協会



出典：北海道開発局 北海道環境イニシアティブ（⾃転⾞ツーリズムの推進）

20

宮城サイクルツーリズム推進協議会（第１回） 資料２

○路⾯整備
• 海岸沿いのモデルルートについて、1⽇も早い復旧・復

興を進める
• 併せて⾃転⾞の通⾏位置を明⽰する区画線や⽮⽻根

を順次設置
• 既存道路については、重点整備区間(仙台市〜松島

町)を設定し、H30年度内に⽮⽻根等を施⼯
• その他の区間についても交差点や急カーブ等の危険箇

所を中⼼に⽮⽻根等を設置

 安全で快適な⾃転⾞⾛⾏環境の構築のため、⾃転⾞の⾛⾏空間の整備（路⾯整備）を検討
 ⾃転⾞の⾛⾏空間の整備とあわせて、⾃転⾞⾛⾏空間の適切な利⽤を促すための案内看板の整

備を検討

路⾯への通⾏位置明⽰
（⽮⽻設置イメージ）

○案内看板
・ルート整備に合わせ、分岐部等へ案内看板の設置

案内看板・案内標⽰の設置
（しまなみ海道の事例）

案内看板の設置
（奈良県の事例）

出典：国⼟交通省 ⾃転⾞の活⽤推進に向けた有識者会議資料

出典：奈良県⾃転⾞利⽤促進計画
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 ⾃転⾞観光を推進するため、既存施設での⾃転⾞利⽤促進のためのサービス展開や情報発信、ツ
アー企画など、多⾓的なソフト施策を検討

○観光施設・道の駅・伝承施設等にサイクルレスト・駐輪場
・貸出⼯具設置

 ⻘森県では、県内の公共施設、観光施設等において、⾃転
⾞利⽤をサポートする備品等(駐輪ラック・空気⼊れポンプ)の
設置、貸出を⾏い、

 ⾃転⾞利⽤者が休憩できる「ペダルレスト」と位置づけ整備。ペ
ダルレストの設置箇所はホームページにて検索可能

▼道の駅 つるた

▼宿泊施設内への設置

▼ペダルレストの検索ページ

出典：⻘森県サイクル・ツーリズム推進協議会

○観光・飲⾷・災害伝承・産業・社会資本など総合的な
ガイドアプリの提供

 国⼟交通省では、震災やその後の復興に関する情報と、東北
の観光情報を合体させたスマホアプリ「ガイド東北」をH27.3⽉
に公開

 アプリを通じインフラの現場や地域の観光スポットを巡る⼈の数
を伸ばし、東北の復興に資することを⽬指す。

▼ガイド東北の画⾯

出典：国⼟交通省

⾃転⾞観光の推進のための取り組み（イメージ）
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○サイクルトレインを活⽤したツアー企画等の設定

 ⾃転⾞を鉄道⾞両内に、解体せずにそのまま持ち込むことがで
きるサイクルトレインを全国52社、62路線で実施（平成28年
実績）

 多くの路線では、常時運⾏ではなくイベント開催にあわせた臨
時運⾏などの対応をしている。

 宮城県内では、牡⿅半島へのサイクルトレイン「サイクルトレイン
牡⿅号」を平成29年7⽉29⽇に運⾏し、乗⾞した⼈を対象と
したサイクルイベントを実施

▼上信鉄道での実施例

○情報発信（HP,SNS,イベント連携等）

出典：国⼟交通省 ⾃転⾞の活⽤推進に向けた有識者会議資料

 国内外からの多様な旅⾏者が県内各地を⾃転⾞で周遊でき
るよう多⾔語による、案内マップの作成などの情報発信を実施。

▼Miyagi Cycle Tourism

出典：宮城サイクルツーリズム推進協議会
準備委員会

▼奈良・京都サイクルマップ（英語版）

出典：奈良県

○その他の⾃転⾞観光の推進のための取り組み
 鉄道駅などにおける、レンタサイクル拠点整備
 サイクルバスの運⾏
 サイクルガイドや語り部などと連携した震災伝承

▼サイクルラックバス

出典：国⼟交通省 ⾃転⾞の活⽤推進に向けた有識者会議資料

⾃転⾞観光の推進のための取り組み（イメージ）


